
35005 札幌市立羊丘中学校

１　本年度の重点目標

２　本年度の経営方針
・「教育課程」～つながり・特色のある編成～

・「生徒指導」～心のつながりが実感できる活動～

・「教科指導」～分かる・できる・楽しい喜びに満ちたつながりを実感できる学習～

・「生徒活動」～活発で「一人一人を大切にした」学級・学年の集団生活～

・「信頼される学校づくり」～発信（生徒と教師、教師間、学校と家庭・地域、学校間）～

３　自己評価結果
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令和６年度　自己評価及び学校関係者評価書
令和7年3月12日

札幌市立羊丘中学校

自分のよさが実感できる学校づくり
１　「学ぶ力」「健やかな体」育成のための教育の充実
２　「豊かな心」育成のための教育の充実
３　「学び続ける教員」としての資質・能力の向上

分
野

評価項目
自己評価 学校関係者評価

改善の方策
自己評価
の適切さ

改善策の
適切さ

学
習
指
導

・基礎・基本の定着と学力向上を
図るため、「分かる、できる、楽し
い授業づくり」に努めている。

・今年度は、教師間でも授業を積極的に交流し合
う機会を設け、指導力の向上を図った。また、全
国学力・学習状況調査の結果（国語・数学）は、全
ての観点において全国平均を上回っている。今後
も「学ぶ力」育成プログラムに基づき、校内研修や
日頃の実践交流を中心に授業改善や指導方法
の一層の充実を図る。

Ａ Ａ

・１人１台端末や視聴覚機器な
どを効果的に活用した授業を工
夫している。

・各教科の授業や総合的な学習の時間を中心
に、効果的な活用を推進している。約９０％の生
徒が学習の役に立っていると回答している。思考
力や表現力を身に付け、個別最適な学びと協働
的な学びの一体的な充実を図っていく手段として
今後も研修を深めたい。

Ａ Ａ

・説明責任を視野に、客観性・信
頼性を高める評価活動を行って
いる。

・評定の算出方法については年度当初に生徒・保
護者に説明し、理解が示されている。今年度は授
業における評価の場面、評価規準の伝え方を工
夫し、生徒自身が自らの学習状況に気付き、自
分を見つめ直すきかっけとなるように努めた。今
後も学習者である生徒が学習や発達を促せるも
のに改善していく。

Ａ Ａ

・道徳の授業をはじめ、豊かな
心を育む指導を充実させてい
る。

・学校生活全体を通して計画的に指導するととも
に、道徳の授業を要として生徒の発達段階や特
性を考慮した創意工夫ある指導を行うことができ
た。自他の存在を大切にする心の教育の充実は
本校教育の根幹であり、今後も学校全体で豊か
な心を育む教育の充実を図っていきたい。

Ａ Ａ

学校関係者評価委員
による意見

・学習指導においては、全国学力・学習状況調査の結果からも基礎学力が身に付いていると判断でる。引き続き、「学ぶ
力」育成プログラムに沿って、「自ら課題を見付け、自ら学び、自ら問題を解決する資質・能力」が高められるように各教科
を中心に充実した学習指導をお願いしたい。また、道徳の授業をはじめ、外部の人材を生かした道徳講演会を今後も実
施しながら、生徒の心に響く道徳教育を充実させてほしい。
・１人１台端末については、考える時間を取ることや生徒間のやりとりでダイナミックさを得ることができる。自分で書くこと
の大切さとICT教育のそれぞれの利点を活用し、更に学習効果を発揮できるように活用方法を工夫してほしい。

生
徒
指
導

・自主的、主体的に判断し実践
する生徒の育成を目指した指導
を行っている。

・育みたい生徒像を共有し、組織として同じ視点
をもって指導する体制を確立する。保護者からは
８０％を超える肯定的な評価を得ているが、不十
分と感じている生徒も多いので、今後も生徒を励
ましながら、指導の工夫・改善に努めていく。

Ａ Ａ

・生徒にとって学校が楽しく通え
る場となるよう、いじめ対策をは
じめ、様々な場面で支援してい
る。

・アンケート結果からは、昨年と同様で２０％程度
の生徒はそう受け止めていないというアンケート
結果が出ている。学級経営や教育相談の充実を
はじめ、生徒の立場に立って、楽しく通えるため
の「居場所づくり」の改善を図っていく。また、いじ
め防止対策委員会を中心に組織的な対応を継続
していく。

Ａ Ａ

・挨拶や礼儀、きまりを守るな
ど、基本的生活習慣を身に付け
る指導を積極的に行っている。

・教師、保護者、生徒すべてのアンケート結果か
ら高い達成度の結果が出ているが、挨拶の明る
さやきまりの遵守については課題が残る。全体的
には落ち着いた態度で学校生活が送れているの
で、声掛けをはじめ、生活面での指導を今後も積
極的に行っていく。

Ａ Ａ

学校関係者評価委員
による意見

・生徒同士の積極的なコミュニケーションの場が増えたり、各行事を学校全体で盛り上げたりなど、学校生活が生徒一人
一人の充実した時間につながっていると感じた。今後は、「学校が楽しく通える場となっている」と受け止められない生徒
への支援に更に力を注ぎ、互いの良さを認め合いながら生活できる居心地のいい学校づくりを進めてほしい。
・「トラブル」と「いじめ」の境界線の難しさやSNS関係の問題など、いじめの問題は複雑化・多様化してきている。「トラブ
ル」は乗り越えることで成長する機会になるが、「いじめ」は一生心に傷が残るものである。未然防止、迅速な初期対応を
含め、いじめ防止対策委員会を中心に今後も組織的な対応を継続していただきたい。
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【自己評価結果（達成状況）～Ａ：十分である　　Ｂ：概ね十分である　　Ｃ：不十分である　　Ｄ：改善を要する】
【学校関係者評価結果（適切さ）～Ａ：十分に適切　　Ｂ：ほぼ適切　　Ｃ：やや不適切　　Ｄ：不適切】

・創意工夫を生かした教育の推
進や特色ある学校づくりを目指
し、教育活動を推進している。

Ａ

生
徒
活
動

・学校行事は、生徒にとって魅力
ある、本校らしいものになるよう
工夫・改善されている。

・生徒の肯定的な回答は９５％を超えている。行
事を通して学校生活や学級・学年づくりの充実を
図り、文化的行事や体育的行事をはじめ、本校
の特色ある行事が生徒の様々な力を伸ばす機会
となっている。今後も生徒や学校が成長する機会
として捉え、行事の工夫・改善に努めていく。

Ａ Ａ

・進路指導やキャリア教育は、望
ましい勤労観や職業観をもてる
内容になっている。

・自己を理解し、的確な進路選択ができるように３
年間を見通した事前学習・事後学習の工夫や充
実を図る。また、教科や総合的な学習の時間、特
別活動、日常生活などを通じたキャリア教育を展
開していけるように横断的な取組を推進していく。

Ａ Ａ

Ａ

・年間授業時数を確保しつつ、各行事や生徒会
活動の活性化を図り、特色ある学校づくりを推進
していく。 Ａ Ａ

学校関係者評価委員
による意見

・授業時数の確保も必要であり、全体のバランスを考えて教育課程を編成することに苦労しているかと思う。行事や部活
動などは、自分の在り方に気付き、他者との関わりを考えさせてくれる場なので、それもそれぞれの進路やキャリア教育
へとつながることだと考える。「将来への夢や希望をもっている」と回答できる生徒が増えるよう、生徒がいろいろな場面で
自主的・積極的に活動できるようサポートをお願いしたい。
・各行事の取組や成果を通して、互いに高め合う機会が生徒にとって充実した時間となっていることを感じる。今後も、特
色ある学校づくりを推進してほしい。

開
か
れ
た
学
校

・学校情報の積極的な発信や学
校公開の充実を図っている。

・情報発信における肯定的な回答は８０％に満た
ない。学校の取組や現状などを保護者・地域の
方々に理解して頂けるよう、保護者メールの活用
や学校ホームページの更新に努める。また、学校
公開日や各行事を自由に参観できる機会を確保
していく。

Ａ

学校関係者評価委員
による意見

・学校からの情報発信（学校ホームページ・「すぐーる」の活用など）や学校公開日をはじめ、保護者、地域の方が羊丘中
学校の取組について更に知ることができるよう、より開かれた学校を目指してほしい。
・外部講師の発掘は難しいかと思うが、地域の人材を活用した取組によって、普段とは違った環境の中で学ぶことの新鮮
さや楽しが次の学びへとつなっがていくことがある。そのような機会をよいきっかけと捉え、生徒の学ぶ力を様々な角度
から更に高めてほしいと思う。今後もぜひ継続していただきたい。

【評価書の見方】
  この評価書は、次の２つの評価が組み合わされた表になっています。
 ① 自己評価～本校教職員が、自分たちの取組を達成状況で表し、改善の方策を打ち出したもの。
 ② 学校関係者評価～学校関係者評価委員が、その自己評価が適切であるかどうかを評価したもの。
 よって、学校関係者評価の結果がＡである場合、学校が評価した結果や改善策が十分適切であることを意味し、学校関係者がその項目自体
を評価 したわけではありません。

・学校関係者評価の実施を通し
て、学校の課題と改善の手立て
の明確化を図っている。

・学校評価が確実に実践につながるように、次年
度の計画段階からより一層機能させ、学習指導
や生徒指導をはじめとした教育活動全体の改善
に結び付くよう運用する。

Ａ Ａ

・地域人材を活用した教育活動
を推進している。

・総合的な学習の時間（職業体験・上級学校訪
問）や各種講演会において、ここ数年で構築して
きた関係性やつながりを生かし、外部講師の積極
的な活用を図る。

Ａ


